
 公益財団法人総合安全工学研究所 

令和４年度事業報告書 

自  令和 4年 4月 1日 

至 令和 5年 3月 31 日 

 

1． 総合安全工学に関する調査研究並びにコンサルテイング・サービス 

総合安全工学に係る以下の６件の調査研究を実施した。 

◎ セキュリティ対策に関する調査業務（その 6）  

     ◎ セキュリティに関するコンサルタント業務（その５）  

     ◎ 事故・トラブル防止対策の現状把握と提案書作成業務（その１） 

          ◎  事故・トラブル防止対策の現状把握と提案書作成業務(その２) 

     ◎  事故・トラブル防止対策の改善策の評価   

     ◎ 爆発災害防止対策の指導  

 

２．化学物質等の危険性に関する各種試験測定と安全性評価、危険物探知装置の性能評価 

   実験室に所要の実験設備・器材の整備充実を図り、化学物質等の危険性に関する各

種試験測定を行い、危険物等の安全性評価並びに危険物探知装置の性能評価を行っ

た。（計２７件） 

  実施した試験の内容は、液体物質の引火点、粉体物質の小ガス炎試験、発火点試験、

爆発限界、最小発火エネルギー、爆発圧力、動粘度試験、液状化試験、燃焼点試験等

である。 

 

３．総合安全工学に関する人材の養成 

総合安全工学に関する専門家を養成するために、セミナーおよび講習会を開催した。 

3-1 化学安全セミナーの開催 

◎ ２６８回 2022 – 05 – 20（金） 

演題  「働く人の健康・メンタルヘルスと労働災害防止」 

講師  浜谷啓三  中央労働災害防止協会 

    ◎ ２６９回 2022 –07 - 29（金） 

見学会     防災科学研究所 

◎ ２７０回 2022 –09 - 30（金） 
         見学会   東京ガス扇島 LNG 基地 

    ◎ ２７１回 2022 –11 – 25(金)-26（土） 

見学会     新コスモス電機株式会社センサーセンター 

◎ ２７２回 2023 –01 – 23(金) 

見学会     埼玉県下水道公社荒川水循環センター 

    ◎ ２７３回 2023 –03 – 24(金) 

         「反省会」 

3-2 プロセス安全セミナーの開催 

◎ ２３０回 2022 –04 - 27（水） 

演題 「経年化機械設備による労働災害防止のための安全対策やリスク



アセスメント実施に関する考察」 

講師  渡辺 純哉 三菱ケミカルリサーチ株式会社 

◎ ２３１回 2022 – 06 - 22（水） 

演題 「商売のサイエンス」 

講師  安部 健  東京ガスエンジニアリング株式会社 

◎ ２３２回 2022 – 08 - 17（水） 

        演題 「高圧ガス事故事例および対策―高圧ガス保安力向上サービス（ミ

ナシル）の紹介」 

講師  河合 良佑      太陽日酸株式会社 

◎ ２３３回 2022 – 10 - 12（水） 

   演題 「サイバーセキュリティの最近の動向について」 

講師  川口 賢   コモド株式会社   

◎ ２３４回 2022 – 12 – 23（金） 

   演題 「石油・化学以外の産業分野の事故例から考えるプロセス安全」 

  講師   新井 充   総安研理事、東京大学名誉教授 

◎ ２３５回 2023 – 02 - 15 （水） 

           演題 「CN(カーボンニュートラル)を目指す水素社会構築の為の水素セ 

ンサ取組のご紹介」 

       講師 岩見 知明   新コスモス電機株式会社 

 

3-3 テロ対策セミナーの開催 

◎ ５６回  2022 – 04 – 22（金） 

       演題 「火炎抑制剤放射器の実験動画及び報告」 

        ３月 10 日実施された安全工学会主催の地域セミナー 

            日本ドライケミカル(株)千葉工場におけるガソリン実験結果 

「最近のソフトターゲット対策装置に関する動向について」 

        会員相互 

◎ ５７回 2022 – 06 – 24（金） 

          演題 「最近の手製爆弾」 

           「ソフトターゲット対策装置の動向(続)」 

           「ウクライナの爆弾探知犬」 

        講師  中村 順   総合安全工学研究所 

◎ ５８回 2022 – 08 – 26（金） 

          会員企業の業務紹介 

           手製拳銃について 

◎ ５９回 2022 – 11 – 02（金） 

会員企業の業務紹介  ジャパン・アンディ株式会社 

      話題提供 

       ガソリン放火に関する一連の火災学会誌の特集号および総説 

       第６回テロ対策シンポジウムについて 

       ウクライナのイラン製自爆ドローン 

       クリミア大橋爆破 



       産業安全のためのテロ対策 

       「テロが起これば想定外」を無くすたもの組織、人、施設の対策に

ついて 

  ◎ ６０回 2022 – 12 – 23（金） 

      第６回テロ対策セミナー 

◎ ６１回 2023 – 02 - 24（金） 

講演会  パナソニックの業務紹介  

      

3-4 講演会・シンポジウム 

◎ 爆発物探知・テロ対策セミナー（講演とデモンストレーション） 

       火薬学会、全火協と共催 

         日時：令和 5年 2月 16 日（木）  場所:機械振興会館 

  ◎ 第５回テロ対策シンポジウム  

     日時：令和 4年 12 月 23 日（金） 13:30～17:00   

場所：TKP 貸会議室九段下  

  

４．総合安全工学に関する情報の収集、処理及び提供ならびに普及啓発 

4-1 普及啓発雑誌「セイフティエンジニアリング」の発行 

◎ ２０７号 ４９巻２号 ２０２２年６月１日発行 

    巻頭言「正確な情報発信と共有」 

国立大学法人横浜国立大学名誉教授 小川輝繁 

    「国際水素サプライチェーンと液化水素運搬船」 

川崎重工株式会社 神谷祥二 

    「化学系廃棄物のリスクのポイントと対策」 

株式会社ハチオウ、山之井崇寿 

    「火薬類取締法令の見直し及び火薬類取扱いに関する労働安全衛生法令について」 

労働安全衛生総合研究所 佐藤嘉彦 

    「ニトロセルロース（NC）とリチウムイオン電池（LiB）の国連危険物輸送および

評価試験に関する動向」 

                 国立研究開発法人産業技術総合研究所 岡田賢 

    「リーマンショックとは何だったのか」   

国立大学法人横浜国立大学名誉教授 上川 孝夫 

◎ ２０８号 ４９巻３号 ２０２２年９月１日発行 

 巻頭言「安全の要諦と感じること リスクベース、実効性の継続的改善、当事者意

識」     特定非営利活動法人安全工学会会長 武藤潤 

「DX 時代における保安力強化に向けて」  

特定非営利活動法人保安力向上センター会長 松尾英喜 



「老朽化した生産機械設備における安全対策の現状に関する調査分析」  

              株式会社三菱ケミカルリサーチ 渡邉純哉 

     「供用状態にある石油化学・石油精製プラントのリスクアセスメント」 

国立大学法人九州大学名誉教授 松山久義 

 「洋上発電と法―公共性概念の変遷とその背景」 

       神奈川大学 来生新  

     「ドローンの安全を診るー遠隔操縦―」 

                       国立大学法人筑波大学 伊藤誠 

労働安全衛生総合研究所 岡部康平 

  ◎ ２０９号 ４９巻４号 ２０２２年１２月１日発行 

巻頭言「テクノロジー活用と実証に基づく保安確保」 

                         高圧ガス保安協会 越野一也 

 「ガソリン火災に対応した火災抑制剤放射器の開発」 

       日本ドライケミカル株式会社 津田貴之 

 「日本の民間警備とは」    

セコム株式会社 巻藤寛 

     「テロ対策の技術―ソフトターゲット防護を対象とするセキュリティ機材の動

向―」 

帝国繊維株式会社 岩城征昭 

     「ドローンの安全を診るー個人保護具―」 

国立大学法人東京大学 五十嵐広希 

労働安全衛生総合研究所 岡部康平 

「労働安全衛生総合研究所清瀬地区」      

労働安全衛生総合研究所 大塚輝人 

◎ ２１０号 ５０巻１号 ２０２３年３月１日発行 

巻頭言「保安向上センターの取り組み」 

特定非営利活動法人保安力向上センター会長 松尾英喜 

「IOT セキュリティ研究開発の最新動向」       

国立大学法人横浜国立大学 吉岡克成 

             田辺瑠偉 

             佐々木貴之 

     「いかに市民はテロに備えるか」 

                  公益財団法人総合安全工学研究所 中村順 

   「小規模な企業／事業所の視点で考える安全」    

特定非営利活動法人保安力向上センター 成田睦夫 

     「職場のメンタルヘルス～管理監督者の役割を中心に～」 



公認心理士、臨床心理士 近紀子 

     「ドローンの安全を診るー安全管理の動向―」  

労働安全衛生総合研究所 堀智仁 

            岡部康平 

4-2 総合安全懇話会の開催 

  ◎ ２９７回  2022 –05 – 13（金) 

演題 「安全向上のための AI 活用」 

       講師  杉本 千佳   横浜国立大学准教授 

  ◎ ２９８回  2022 –07 – 15（金) 

演題 「石油化学・石油精製プラントの保安管理のための 

リスクアセスメントにおける問題点とその解決法」 

       講師  松山 久義  九州大学名誉教授 

  ◎ ２９９回  2022 –09 – 16（金) 

演題 「「安全の鍵」、実行と実効を支えるリーダーシップとマネージメント

について」 

       講師  武藤 潤  鹿島石油株式会社代表取締役社長、安全工学会会長 

  ◎ ３００回  2022 –11 – 18（金) 

演題 「リーマンショックとは何だったのか―危機の背景と 

金融安定化への道」 

       講師  上川 孝夫  横浜国立大学名誉教授 

◎ ３０１回  2023 –01 – 13（金) 

演題 「石油・化学以外の産業分野の事故例から考えるプロセス安全」 

       講師  新井 充  東京大学名誉教授 

    ◎ ３０2回  2023 –03 – 03（金) 

演題 「化学コンビナートの PSM(Process Safety Management)における

サイバーセキュリティーの重要性」 

       講師  木村 雄二  工学院大学名誉教授 

 

５．「安全工学グループ」の活動 

 災害に関する科学及び技術の系統的な知識体系を踏まえて、専門家の立場より国民の安

全・安心に係る活動をしている公益財団法人総合安全工学研究所、特定非営利活動法人安全

工学会、保安力向上センター、特定非営利活動法人災害情報センターおよび特定非営利活動

法人リスクセンス研究会の５機関で活動している。 

  

６．法人の運営関係 

6-1 評議員会 

(1) 第１９回評議員会（定時） 

令和４年 6月３日（金）、評議員 8名、理事 2名出席のもとに第 19 回評議員会（通常）を

開催し、各議案について審議し、全議案が原案のとおり可決された。 

第１号議案   令和３度事業報告書及び収支決算書承認に関する件 



(2) 第２０回評議員会（臨時、書面決議） 

令和５年 3 月１２日に評議員会の議決を要する下記の議案を書面で提案し、評議員全員

の書面による同意を得、令和 2年 3月 26 日に全議案が原案のとおり可決された。 

       第１号議案 令和５年度事業計画書および収支予算書承認の件 

第２号議案 令和５年度資金調達および設備投資の見込みの承認 

6-2 理事会 

(1) 第２６回理事会（通常） 

令和４年 5月１３日（金）、理事８名、監事 2名出席のもとに第２６回理事会（通常）を

開催し、以下の議案について審議し、全議案を原案通り可決するとともに、理事長および

専務理事は職務実施状況報告を行った。 

審議事項 

第１号議案 第１９回評議員会（通常）召集に関する件 

第２号議案 令和３度事業報告書及び収支決算書承認に関する件 

報告事項 

     理事長および専務理事の職務執行状況報告 

 (2)第２７回理事会（通常） 

令和 5 年 3 月 3 日（金）、理事 8 名、監事 2 名出席のもとに第 2７回理事会（通常）を

開催し、以下の各議案について審議し、全議案が原案のとおり可決するとともに、理事

長および専務理事は職務執行状況報告を行った。 

審議事項 

第１号議案 第２０回評議員会（臨時、書面決議）開催の件 
第２号議案 令和５年度事業計画書および収支予算書承認に関する件 

第３号議案 令和５年度資金調達および設備投資の見込みについて 
第４号議案 令和４年度実施事業に関する件 

報告事項 

      理事長および専務理事の職務執行状況報告 

 

6-3 運営委員会 241 回（令和４年 7 月 15 日）～第 244 回（令和５年 1 月 13 日）の 4 回

開催した。また、幹事運営委員会は、6 回（4 月、6 月、8 月、10 月、12 月、2 月）

開催した。 

 

6-4 一般事務 

   令和 5年 3月 31 日現在の役職員は、次のとおりである。 

         役 員     理 事   9 名 

                 監 事    2 名 

         評議員           12 名  

         職 員             2 名（非常勤役員兼務１名） 



附属明細書 

 

令和４年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第 34条第 3項に規定する附属明細書「事業報告を補足する重要な事項」は存在しないた

め記載しない。 

 


